
 

 

 

 

 

 

 

 

原電は、東海発電所の解体で発生する原子炉圧力容器から若干は

なれた部分（Ｌ３廃棄物）の埋設施設の設置に関し、７月１６日、安全協

定に基づく新増設等計画書を茨城県及び東海村に提出するとともに、

第二種廃棄物埋設事業許可申請書を、原子力規制委員会に提出しま

した。原電が提出した許可申請書の一部（●の図面）を下記に示しま

す。日本共産党は、素掘り施設に埋設する計画は中止し、遮断型施設 

 

での保管を求めました。①処分場所は明確な表示等、後世にわたって

一目でその内容が分かるものとすること。また、立ち入り確認ができる施

設の構造及びその場所とすること。②処分状況の確認は、一時保管の

考え方で一定期間ごとに保管状況を確認すること。③雨水・海水等対

策、地震対策、突風・竜巻等対策を十分行い、放射性物質の漏洩を防

ぐ遮断型構造の施設を整備し、管理すること。 

●東海発電所の主な廃止措置対象施設の推定汚染分布図 
 

●L3廃棄物は、「解体撤去工事に伴い発生するもの」と「運転

中廃棄物」及び「工事終了後に不要となる解体工事用機器」

で、総重量は約 16,000 トン。種類は、設備・機器等の解体撤

去で発生する「金属」、建屋の解体撤去に伴って発生する「コ

ンクリートブロック」、「コンクリートガラ」。 

運搬中及び埋設作業における放射性粉じんの飛散防止の

観点から容器への収納又は梱包を実施する。 

 

L3 

★
原
電
は
、
Ｌ
３
廃
棄
物
の
安
全
性
の
根
拠

に
、
Ｊ
Ｐ
Ｄ
Ｒ
で
の
実
験
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

実
験
で
の
埋
め
立
て
は
、
１
９
９
５
年
か
ら

１
９
９
６
年
に
か
け
て
完
了
し
、
埋
設
後
の

施
設
の
管
理
期
間
は
２
８
年
間
と
い
わ
れ
た

中
、
実
験
は
１
９
９
８
年
ま
で
の
２
年
間
で

終
了
し
て
い
ま
す
。
実
証
試
験
の
結
果
報
告

書
で
は
、「
安
全
性
を
実
証
で
き
た
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
実
証
試
験
の
意
味

を
な
し
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。 

★
東
海
発
電
所
解
体
の
Ｌ
３
廃
棄
物
は
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
と
金
属
で
す
が
、
Ｊ
Ｐ
Ｄ
Ｒ
で

の
試
験
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
み
で
し
た
。

ま
た
、
埋
設
量
の
比
較
で
も
Ｊ
Ｐ
Ｄ
Ｒ
は
１

６
７
０
㌧
で
、
今
回
の
Ｌ
３
は
、
１
６
，
０

０
０
㌧
、
放
射
能
総
量
は
１
兆
７
千
億
ベ
ク

レ
ル
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
実
証
試

験
の
結
果
を
参
考
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
埋
設
規
制
制
度
が
改
正
さ
れ
、

基
準
が
明
確
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
実
証
試
験
が
不
十
分
な
中
で
、「
基
準
」

の
根
拠
の
信
頼
性
が
問
わ
れ
ま
す
。 

★
原
電
の
計
画
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
金

属
は
容
器
な
ど
に
収
納
し
埋
設
さ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
運
搬
及
び
埋
設
作
業
中
の
放

射
性
粉
じ
ん
の
飛
散
防
止
の
た
め
で
あ
り
、

地
中
で
放
射
性
物
質
が
漏
れ
出
す
の
を
防
ぐ

た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
、
そ
も

そ
も
Ｌ
３
は
、「
素
掘
り
の
施
設
に
そ
の
ま
ま

埋
め
て
も
大
丈
夫
」
と
の
評
価
と
解
釈
さ
れ
、

放
射
性
物
質
の
環
境
へ
の
漏
洩
を
前
提
と
し

て
い
る
埋
設
方
法
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

★
原
電
が
行
っ
た
地
質
及
び
地
下
水
流
動
状

況
の
調
査
結
果
で
は
、「
地
下
水
は
定
常
的
に

海
に
流
れ
て
い
る
の
で
、
放
射
性
物
質
は
全

量
海
に
流
れ
る
」
と
評
価
し
て
い
ま
す
が
、

海
に
流
れ
る
の
を
認
め
る
人
が
い
る
で
し
ょ

う
か
。 

★
村
長
は
、
「
実
証
試
験
の
結
果
を
信
頼
す

る
」「
東
海
発
電
所
の
廃
炉
作
業
を
遅
ら
せ
な

い
た
め
Ｌ
３
の
埋
設
は
必
要
」
と
言
っ
て
い

ま
す
が
、
国
内
初
の
Ｌ
３
の
素
掘
り
埋
設
は
、

村
一
丸
と
な
っ
て
中
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

●先に南側の施設 

に金属を埋設し、 

その後、北側の 

施設にコンクリー 

トを埋設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●L3廃棄物は、容器に収納 

または梱包した状態で並べ、 

その上面に２５cmの覆土を 

行う。これを 2段行い、3段 

目は 50cm覆土し地表面の高 

さにする。最後に地上 2mの 

覆土をする。南側、北側とも 

最終覆土が完了したら、間を 

埋め 1面化させ平らにし跡地 

を活用する。         埋設施設イメージ図（部分断面図） 

日本原電（株）は、東海発電所解体で発生する放射性廃棄物Ｌ３の

素掘り埋設計画を、国・県・村に提出 

これら計画に対し、日本共産党はこう考えます 

指定廃棄物：8,000ベクレル/㎏以上  
Ｌ3 廃棄物：セシウム 137（7,000ベクレル/㎏） コバルト 60 800万ベクレル/㎏ 

   ストロンチウム 10,000ベクレル/㎏  

素掘り施設 


